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2006 年  04 月  16 日  

熊野の旅 熊野路、庶民の味 1 魚 しいら  

 熊野は海のそばですから昔から魚をたくさん食べてきました。魚ばかり食べてきた

と言って良いでしょう。 
 ここは外海ですから汚染物質は拡散してしまいますし、工場と言っても三つの製紙

工場があっただけで他の工業は一切ありませんでしたから怖い公害病の心配もあり

ませんでしたが、そんなものがあるところなら間違いなく庶民は発病しただろうと思

えるほど魚を食べていたものです。今は、全国平均より少し多いくらいしか魚は食べ

ていないような気がします。 
 前にも書いたように、この辺は冠婚葬祭何があっても『シビの刺身』・・・マグロ

の刺身が出る土地柄です。つまり、ものすごくたくさん消費するけどご馳走だったの

です。御呼ばれで食べる機会はものすごく多いですが、自分で買って食べるものでは

なかったのです。 

 

 海の魚と言うものはものすごく多いです。いまだに名前の分からないものが取れる

くらいですからね。それだけに、数限りない種類のものを食べてきたのです。 
 庶民が口にしてきたものに『とうひゃく』という魚があります。どうも『しいら』

らしいですね。長くて鱗があるような無いような魚です。 
 この『とうひゃく』は生でも食べますがアレルギーを起こしよいらしく、ものすご

く新鮮なの以外は駄目だとか言います。そのため、あまり生で食べようとはしません

ね。塩焼きなどにしますが、干物にして出回ることが多いですね。大きな魚ですから

『切り身の干物』で出てきます。 
 背中が青くて腹の方は銀色に脂の黄色が掛かったものです。適当に脂もありそこそ

このものですが、大敷（定置網）に掛かる時は大群でかかりますから当然のように安

い干物になります。従って、この『とうひゃくの干物』は安い魚の代名詞でもあり、

庶民の食べ物だったのです。 
 最近では安いからと言って皆が食べると言う時代でもない様ですね。 
 これがものすごく旨ければ別ですが、あくまでも「そこそこ」ですから… 



 熊野古道歩きにこられた時には買って帰ってみてください。旅館ではあらかじめ催

促しておかないと出ないと思います。…客に出すようなものじゃない…と、思ってい

るでしょうからね。 
 ほかのところでは、「とうやく」とよばれ、標準的には「しいら」と呼ばれます。 

  by je2luz | 2006-04-16 10:13 

 
 
 
 
2006 年  04 月  18 日  

熊野の旅 栄枯盛衰・・・紀州御影  

 所用があって市内新鹿町から八丁阪を越えて飛鳥町に抜けて走りました。 
 新鹿町は新鹿海水浴場を抱えるきれいな海岸の町です。 
 この新鹿海水浴場の白い砂浜を養ってきたのは背後にある龍門山や八丁峠など紀

州御影で出来た山々です。 
 こうした山では古くから石材切り出しが行われました。 
 硬く丈夫な紀州御影は石垣の材料として使われ関西、中京方面に出荷されていまし

た。古くは船で、そして国鉄の貨車でそしてトラックで運ばれてゆきました。 
 新鹿の町は古くから全国から集まってくる石工が入り込み栄えたところのようで

す。その分、ばくちが盛んで戦後すぐ位までは『雨が降ると田圃の持ち主が変わる』

などといわれるような賭け碁、掛け将棋、花札などが行われていたそうです。 

 

 このの周辺には石を切り出した山があちこちにありますが、切り出しが廃れた頃は

まだ今のような機械になる前なので山が消えると言うようなものすごいものではあ

りません。しかし、小さなブル程度でここまで切り取ったのは大変だったと思われる

壁が残されています。もちろん、石山には事故がつき物の時代のものです。 
 この現場も閉鎖されて２０年を越えると思います。立ち入り禁止のロープが一本惹



かれています。紀州御影は中々風化されることのない石ですが何時崩れてもおかしく

ないような絶壁です。落ちてくれば数百キロ・数トンというものですから危険を通り

越しています。掘り起こすことも難しいものですから、崖の下には近づかないでくだ

さい。近づかないと迫力のある写真は取れないのですが、東南海地震の震源地のすぐ

そばですから… 

 
 こうした石切りは道路の悪さから新鹿方面は放棄され中心は尾鷲市賀田に移って

く来ました。そちらには立派な港があり大量輸送にも耐えられるからです。しかし。

そちらも石工の日当の高さや白蝋病の関係で下火になってきています。東南アジアか

らの石材輸入が増えています。 
 カメラは第二次世界大戦の前のドイツで作られたものです。 
      フォクトレンダー・ベッサー・スコパー105ｍｍ  
         by je2luz | 2006-04-18 10:11 

 

 

 

 

2006 年  04 月  19 日  

熊野の旅 地元の力・・・新鹿観光協会  

 熊野市新鹿町は新鹿海岸海水浴場を抱え、中心部とは別の形態で観光地であります。

そのため、新鹿には独立した新鹿観光協会があります。その協会が中心となって新鹿

海岸の保全に取り組んでいます。 
 今の時期に県下全海水浴場の水質検査が行われています。来月あたりに発表される

のですが、新鹿海岸海水浴場と大泊海水浴場は最高のランキングを保っています。 
 海には漂流物がたくさんありますが、新鹿は湾の奥にあり外海からの漂着物は割り

と少ないところです。日本海側のようなハングル文字や漢字で書いたポリタンクなど

が流れ着くこともありません。安心できる海岸です。 

 
 この新鹿海岸も時々漂着物が帯のように打ち上げられていることがあります。これ

らはほとんど裏山の龍門山、八丁坂から流れ出る二本の川、『里川』『港川』によって

運ばれてくる枯れ枝などです。 
 山から流れ出たこうしたものは、外海にあまり出てゆかないで湾内にとどまります。 
 今年は春先の豪雨があったのでこの時期なのに河口の川底には木の皮などが堆積

して黒くなったところもあり、白い砂浜には大量の流木などが打ち上げられています。 
 海水浴にはまだ時間はありますが、新鹿海岸ではそれを集めて焼却しています。広

い砂浜ですから簡単に終わる作業ではないのでしばらく続くのでしょうね。 
 こうした作業は昔から地元の力でやってきています。その力が新鹿海岸の美しさを

保ってきたのです。 
 『日本の海岸百選』とかの投票があったときも、新鹿町は町をあげて投票に参加（一

人何十票も・・・）こんなに人口の少ない入込み客も少ない新鹿海岸がちゃんと選ば

れています。良さだけでは選ばれないだけに地元は実に熱心でした。 
 新鹿海岸についての新鹿の人たちの『地元力』はたいしたものです。 



 写真ののたなびく煙は漂着した木切れなどを焼く煙です。 
 もう少しひなびていれば、小学唱歌の世界なのですが・・・ 
 吾は海の子 白波の 騒ぐ岸辺の松原に 煙たなびく苫家こそ 輪が懐かしき 

棲家なれ 

 
  カメラは第二次世界大戦の前のドイツで作られたものです。 
フォクトレンダー・ベッサー・スコパー105ｍｍ  by je2luz | 2006-04-19 11:50 

 

 

 

 

2006 年  04 月  20 日  

熊野の旅 新鹿湾から飛鳥町へ  

 新鹿湾は下の写真のようにあまり深く入った入り江ではありません。海岸に立って

も広く外洋が見えていかにも「海水浴に来た」という実感のわくものです。 
 その分、台風の影響も受けよいところです。 
 この湾の右側には新鹿漁港があり、左側の岬の途中に遊木漁港があります。 
 いまでこそ道路が出来てほんの５分あまりのところですが、道路の無かった頃は全

く別の集落といった感じでした。 
 この二つの漁村では昔から魚を揚げていましたが、今と違い販路が少なかったので

す。船で中心部の木本に運ぶほかは、徒歩で『八丁坂』を越えて飛鳥町方面の山間部

に売りに行っていました。私が子供の頃には海から一山越えた飛鳥町（飛鳥村）には

各方面から魚売りが来ていました。『新鹿の魚売り』『泊の魚売り』『木本の魚売り』

と三箇所から入ってきていました。当然、競争も激しく。結構新鮮な魚が安く買えま

した。だから昔は『魚は山で買え』という言葉があったくらいです。 
 自動車が少なく、歩くのが平気な時代は全部の魚売りが歩いて山を越えてきました。

三箇所共に片道 10Km ほどです。今は道路沿いに考えますが、昔は最短の峠越えだ



ったので今と距離感がかなり違います。 

 

 ここは近年通れるようになった『県道・新鹿佐渡線』の八丁峠までの中腹です。新

鹿湾を眼下に見る典型的な峠越えの道です。着手から開通まで半世紀に及んだもので

す。 
 道路は急斜面を這い回って登っていますが、昔の街道は谷沿いに進み。道のりはう

んと短いものです。今では通る人も無く判らなくなっている可能性があります。 
  カメラの名誉のためにお断りしておきます。遠景のカスミは黄砂によるものです。 
      フォクトレンダー・ベッサー・スコパー105ｍｍ  
       by je2luz | 2006-04-20 10:34  

 
 
 
 
2006 年  04 月  21 日  

熊野の旅 木本代官所の松  

 紀州藩のお殿様が居た和歌山から５０里も離れたこの辺りは直接治めることが出

来ないので代官所が置かれました。つまり『お代官様』が居たのです。 
 代官所は木本町の漁師町からは少し離れ、海岸からも離れた所にありました。やや

こしい下々からも、恐ろしい高波、津波からも離れたところに構えたのでしょう。 

 
 この代官所は何時の時代に無くなったのか分かりませんが、木本小学校の敷地の一

角になります。木本小学校は昭和３０年代くらいに少し位置を変えました。新校舎を

建てるのに資金が無かったため、敷地の一部、校舎と講堂のあった部分を売り払いま

した。今では『木本代官所跡』と言うところには天理教南紀大教会が建っています。 
 代官所が取り壊されたのは、木本小学校旧校舎が作られた時だとすると、明治時代

なのでしょうかね。小学校の校門の脇に松の古木が立っていました。そして、この松



を待ちの人は『代官所の松』と呼んでいました。 
 小学校の敷地が天理教に売られたときも、この松の一角は除外され、その古木は道

端に威風堂々と立っていました。 
 しかし、戦後に入ってきて猛威を振るった『松くい虫』はこの老木を見逃してくれ

ませんでした。段々と樹勢が衰えとうとう１０年ほど前に枯れてはじめてしまいまし

た。消毒、更には樹木医にもかかりましたが中心部が空洞で助かる見込みも無く、住

宅街の真ん中なので倒れるに任せるわけには行かず切り倒しました。そして、今は写

真のように切り株が残されたままです。中が完全に空洞化して巨大な植木鉢状態です。 
 樹齢からすると代官所跡に植えたものではなく『代官所の松』の名の通り代官所の

あった時からの松のようです。この状態ですから後数十年で跡形もなくなると思いま

す。 
 切り株とその根っこはシロアリの元になりますから、当初はきちんと処理をしたの

ですが今はどうしているのか知りません。この根っこにシロアリが入れば周囲数十軒

の家が巻き添えになるでしょうね。 

 
by je2luz | 2006-04-21 10:3 

 

 

 
 
2006 年  04 月  22 日  

熊野の旅 熊野路、庶民の味 2 山菜採り  

 熊野は自然は豊かですが、歴史上、庶民は貧乏な土地です。 
 熊野古道なんて言ったところで、平安だ鎌倉だとかの大昔、おまけにこちら側『伊

勢路』は歩く人もそうは多くありませんでしたし、物流に使われることもありません

から栄えようが無かったのですね。 



 紀州御影が搬出されるようになったのは汽船と汽車が使えるようになってからで

す。紀州材と呼ばれる材木とて同じことです。筏流しで新宮まで運び出し、材木屋が

羽振りが良かったのも近代に入ってからです。つまり。神世の時代から貧乏だったの

です。そして、今も所得は全国平均を大幅に下回っています。 
 老齢化が進んで年金生活者が増えてきても、この所得格差は埋まりません。厚生年

金の人でも給料の安い熊野の人はもらいも少ないです。おまけに、厚生年金ではなく

国民年金の人が圧倒的に多いのですからますます広がるわけです。 
 こんなこの地方では昔から贅沢な料理は発展していません。なんだか、由緒正しき

様に錯覚させるような料理が発明？され、出されている向きがあるようですね。これ

は何も熊野地方だけのことではなく、ブランド好き、能書き好きの日本人の特性を利

用するのもで、全国にありますね。地元の人が知らない名産や郷土料理がね。 
 熊野のこの季節は山菜採りの季節です。『山菜採り』などと言う今風ではなく「ワ

ラビ採り」「ゼンマイ採り」「ゴンパチ採り」と呼びます。この三種類を取るのですか

らね。ヨモギを採る時は「ヨモギ摘み」です。 
 昔はワラビやゼンマイを採りに行く時は背中に大きな籠をしょい、両手には袋を持

って、もてる限りの量をとってきました。ゼンマイは干して保存できるので熱心に採

ったものです。今では、手間のかかるゼンマイは敬遠され、簡単なワラビをスーパー

の袋で採る程度の「ワラビ採り」になっているようです。 

 

 昔の農繁期はわらび、ゼンマイの似たものばかり出てきたものです。今の、都会の

人が言うような優雅な？鄙びた？「山菜料理」ではなく、「山菜しかない定食」が続

いたものです。 
 嗜好品ではなく大切な食料だった時代は目の色を変えてとったものです。子供も、

親にほめてもらえるので遊びを兼ねて採って回りました。 
 どこにどの時期に生えてくるかは大切な秘密情報でした。最近行って見ると里山が

荒れて駄目になったところが多いですね。里山は過疎の先取りをしますから… 
             by je2luz | 2006-04-22 11:18 



2006 年  04 月  23 日  

熊野の旅 昔の味 子供のおやつ 1 山菜  

 私が子供の頃は大昔ではないにしても食料が乏しい時代でもあり、かなり昔の食生

活に近い物だったのだと思います。 
 子供におやつなど出ることはほとんどありませんでした。出るとすれば「ふかし芋」

「干し芋」「なんば（とうもろこし）」「マクワ瓜」「ふかした新じゃが」などでした。 
 子供たちはおやつを自己調達していたのです。自力更生…当然のように探す対象は

今の子のようにスーパーや商店の売り場ではなく、日ごろ遊んでいる野山、川原、畑

です。自然物なので季節によって食べられるものが変わります。まさに、『旬の物』

を食していたのです。 

 
 この時期だと『笹竹』の筍は生で食べられました。東北の方では笹の筍を食べると

ころがあるそうですが、この辺の笹は熊笹などに比べると小さいので皮をむくと何も

無いくらいです。腹の足しになるほど食べられるものではないですが遊びの一環で食

べましたね。 
 他のターゲットはまだ小さいうちのソラマメです。大きくなってくると生臭くて生

では食べづらくなりますが本当に小さい頃は生でもおいしいです。ただし、これは大

切な作物なので危険の伴う食料調達でした。 
 今の時期、怒られないで食べられたのは田の石垣に植えられた『さつきの花』でし

た。丸石で積んだ石垣を補強するためにさつきが一杯植えられているので石垣が赤く

なるほど咲きます。この花は少しすっぱいものです。これもお腹の足しにはならない

のですが口の寂しかった昔の子には大切なおやつでした。更に、さつきの葉に出来た

『コブ』も食べました。虫に食われたりすると出来るものらしいですが『蓚酸』があ

ってよくないとか聞いたこともあります。誰も死んだ子供も居ませんが… 

 
 野山のおやつの王者は『ゴンパチ』でしたね。「イタドリ」と言うのが標準語かと

思いますが、いたるところに生えてきます。細いやつは駄目ですが太くて折る時『ポ

ン』と鳴る肉厚のものが上物です。手で皮をむいてそのままかじります。酸っぱくて

おいしいものです。これの酸も『蓚酸』で発がん性があるとか後日言われましたね。 



 こんな風に色んなものを食べながら遊んでいました。 

 
 『ゴンパチ』ですが、こうなってしまうと食べられません。 
 地面から顔を出して日当たりお良いところなら 30ｃｍ日陰なら 60ｃｍ位までで

枝葉の出ないうちに採ります。 
 同じ株から毎年出てきます。アスパラのような感じで良く肥えたところの良い株か

らは毎年良い『ゴンパチ』が生えます。 
カメラは  フォクトレンダー・ビトーII   by je2luz | 2006-04-23 12:15 

 

 

 

 

2006 年  04 月  24 日  

熊野の旅 昔の味 子供のおやつ 2 焼き饅頭  

 今日も私が子供だった頃のおやつについて書きます。 
 お店で買えるお菓子の中でこの辺だけなのか変な名前を付けられたお饅頭があり

ました。 
 『ピーピー饅頭』です。別名を『焼き饅頭』とも呼びました。正体は『今川焼き』

なのです。名前の由来は知らないのですが、私にとっては響きの悪いものでした。焼

き芋と同じように「ぴー」と言う音を出して売る店があったのかもしれませんが、子

供の私にはお腹を壊した時に言う擬音と同じイメージになって、『こいつを食べると

下痢をするのかなあ？』なんて思いました。しかし、甘いものの少ない時代ですから、

たまにありつくと下痢の怖さなど忘れてかぶりついたものです。 

 

 ものすごくおいしかったものですが、今考えると『サッカリン』がたっぷり入った



ものだったのでしょうね。 
 今の人に『サッカリン』と言ってもわからないでしょうが、「人口甘味料」で発が

ん性があるということで後に禁止されたものです。砂糖の乏しかった頃には安くて目

茶甘くなるものとして大量に使われたものです。 
 この『ピーピー饅頭』を焼くのもガスではなく『炭火』でした。今なら『本格炭火

焼』なんて看板が出るでしょし、小豆も国産でした。満州がなくなって、国産しかな

かったのですからね。田舎でガスが使えるようになったのはずっと後のことです。 
 こうした炭の使用が里山を守ってきたのです。雑木は余太くならないうちに切られ

て炭に焼かれたから雑木林が日当たりの良い林相に保たれたのです。  
 子供のおやつからいささか脱線しました。 

カメラは日本光学・ニコマート EL  
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2006 年  04 月  25 日  

熊野の旅 昔の味 子供のおやつ 3 豆板  

 これは子供のおやつには少々高価すぎるお菓子ですが、『木本名物』に『豆板』が

ありました。 
 非常に簡単なお菓子で今でも土産物として小さなのが作られているようです。 
 『伊勢名物・生姜糖』の変形のようなもので、砂糖を溶かさない程度に加熱して型

に入れて固めた砂糖の塊です。伊勢のは名の通り生姜を入れて味付けしています。木

本のは飾りと味付けを兼ねて小豆の甘納豆状の物をちりばめてあります。 
 近所の『小松屋』さんと言う饅頭屋さんが作っていましたね。 
 昔はどこの町にでも地元の小さな饅頭屋さんがあったものですが、この周辺の中心

街であった木本町には私が記憶している本町通のものだけでも『小松屋』『長嶋屋』

などありましたね。 
 おいしいのかと聞かれると困る代物ですね。なにせ、砂糖の塊ですから甘いものの

乏しい時はたまに貰うとうれしかったものです。しかし、『旨かった！』と言う記憶

はありませんね。 
 昨日の『ピーピー饅頭』は焼く匂いからして記憶に残るおいしいものでしたが… 
 そうしたお菓子ですから『名物』として細々と生きながらえているだけで、『お菓

子』としては忘れられてしまったようです。 
 『ピーピー饅頭』もその呼び名はすっかり消えてよそ流に『今川焼き』などといっ

ているようです。こんなところのグローバル化だけは進んでいるようです。 
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2006 年  04 月  26 日  

熊野の旅 昔の味 子供のおやつ 4 柿  

 熊野は田舎です。熊野でも私の育った飛鳥町は木本町に比べはるかに田舎です。は

るかにと言うより、本当の田舎です。 
 今と違い、その頃は都会と田舎町そしてド田舎の違いはものすごいものでした。 
 テレビが無いから都会の様子など知る由もなし、青年団のお兄さんたちの流行ファ

ッションは『平凡』『明星』のグラビアの真似です。 
 冷蔵庫なんて無かったですから食べるものも遠距離輸送できるもの以外は現地調

達です。したがって、田舎町ならまだしもド田舎では自給も出来ず無い物尽くしでし

た。 
 都会ではやったと言う『ロバのパン屋』『ワラビ餅売り』『アイスキャンディー売り』

…そんなものある訳がありません。小学館の本で見るだけでした。 
そうそう、『紙芝居』も学校やお寺でやってくれるの以外ありませんでした。飴を

しゃぶりながら見る光景は絵本と写真の世界でした。 
 そんな田舎の子が口に出来るおやつはまさに「自力更生」です。食べられる物が野

山にあるときは良いのですが、無い時は今の猿やイノシシ並みに畑のものを盗んでい

ましたね。 
 しかし、生で食べられるものはそうあるものではありません。いくら甘いと言って

も生の人参はそう食べられるものではありません。丸かじりの大根もおいしいもので

はないです。 
 柿の木もどこの柿が甘くてどこのが渋いか部落中のを把握していました。更に、ど



この持ち主が甘いかまで… 
 渋柿も今なら焼酎で渋抜きしたりしますが、当時の子供が大切な焼酎を使うことな

ど出来るわけも無く、編み出したのが『泥田の中に埋める』やり方です。 
 空気が遮断されてかびることも無く甘く熟してきます。焼酎などより時間はかかり

ますが食べ物の確保には役立ちました。 
 渋柿と言えども昔は貴重なものですから、中々うまく盗めないものです。ほふく前

進あるのみです。それも遊びの一環でしたが・・・ 
 そうして柿の木も今では甘柿すら採られずに熟して烏の餌になっていますね。 
 飽食もありますが柿の木に登ったり出来る人は居なくなりました。切り倒すことも

出来ないようです。 
 今なら怒られずに腹いっぱい食べられたでしょうね。 

 
                          大又川   by je2luz | 2006-04-26 11:38 

 

 

 

 
 
 
2006 年  04 月  27 日  

熊野の旅 熊野古道歩きらしさ  

 時々取り上げるように『熊野古道』は官製観光地化してきています。 
 発想が少し違いますし、無い無いと言いつつ庶民の財布と違い無限に近く借金でき、

誰も責任を取らない『財政』と言う財布を持っているのでものを一つ作るのも『立派

過ぎる』物が多いです。 
 熊野古道が世界遺産に指定される前の誘致活動当時は予算も限られていたため、道

の整備も付帯施設も古道らしい素朴なものでした 



 
。 こうした素朴な道標の方が熊野古道には似合うと思うのですが、指定の後は毎年

追加でどんどん立派なものが立てられています。 
 ステンレス製、那智黒風、御影石原石風など恐ろしくお金の掛かったものが作られ

ています。どうしてなのでしょうね。 
 立派であればすばらしい…５万の予算の事業より５０万の事業の方が良い事業…

自己満足の世界のような気がします。 
 この標識は引っこ抜かれて変に立派なものにされていないので『熊野古道らしい

な』と思えます。 
使ったカメラは コダック・レチナ 2ｃ  by je2luz | 2006-04-27 10:36 

 

 

 

2006 年  04 月  28 日  

熊野の旅 紀州御影  

 熊野を訪れると山間部などはやたらと石垣で囲った家が目に付くと思います。 
 平野部では防風林用の林とかきれいな生垣に囲まれた家が多いのですが、この辺で

はそうした家は少ないのです。又、熊野古道も自然石の石畳が見られます。 



 石垣は木本町の辺りの砂岩を積んだもの以外は、切石でも自然石でも紀州御影です。

この一体の山は紀州御影で出来ているからです。おまけに固くて風化しにくく石垣に

向くからでしょう。 
 この紀州御影は切り出されて地元はもちろん関西方面に出荷されていました。 
 私が子供の頃は、まだ大型機械が無かったので土の中にある大きな丸石を割ってい

ましたが、機械が大型になり、エアー削岩機が導入されると山全体が御影石と言う石

山に手を付ける様になりました。搬出は船であったり鉄道であったりしたのです。 
 石山は熊野市内でも大泊町と新鹿町に集中していました。『いました』と書いたの

は最早石切、石割は熊野市内で事実上行われていないからです。 
 紀州御影は固いので石垣には向くのですが、その材質から、固くて鋸で切り出せる

ものではなく、四角い石材を作るのは苦手です。結晶が荒くて墓石にも向きにくいの

で四角く切る石材店はありませんでした。地元の犬走りの縁石には加工していたよう

ですが・・・ 
 作るものは四角錐の『けんち石』です。コンクリート製のものが道路わきの石垣な

どに使われていますが、あの形を石工はゲンノウ（ハンマー）一丁で作り出すのです。 
 石には目があり、それの通りに割れば力はいらない…とはいわれますが、決められ

た大きさに作らなくてはならないので当然、不良品と端材の山を築きます。この『ガ

ラ』が谷を埋め危険な状態の時代もありました。そしてこれの砕けたものが新鹿海岸

などの白砂を作っているのです。 
 今では石切り場も廃墟となり、谷には砂防が作られ、谷がきれいな緑に覆われてい

ますが砂の流下は減っているのだと思います。１００年後の新鹿海岸はどうなってい

るのでしょうか？ 
 今でも。石切り場のそばには、二級品の石材が野積みされています。 
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2006 年  04 月  29 日  

熊野の旅 石切り場廃墟  

 写真に使った石切り場跡は新鹿町内、県道新鹿・佐渡線（あたしか・さわたり）の

そばにあります。 
 急坂を登ってゆく途中で広くなり、思わず休憩したくなるかもしれません。入り口

には細い土方ロープ一本で立ち入り禁止を示しているだけです。入るに関してはまる

でフリーパスです。 
 きれいな山水が湧き出し。切り出した岩壁を滝になって落ちているところもありま

す。これから上には民家も何も無いですから当然きれいな山水です。 
 岩の壁は恐ろしく高く聳えていますが、紀州御影の岩壁なのでそう簡単には崩れ落

ちません。上に乗っている表層土も雑木林でしっかり捕まえられているので廃止され

て２０年にもなるのに崩れた様子もありません。 
 しかし、この岩の壁には一杯切れ目が走っています。決して一枚岩ではありません。

ある日突然、倒れてくる可能性はあります。万一倒れて下敷きになると、『トムとジ

ェリー』でない限りペッチャンコになってしまうでしょう。数百トンと言う岩につぶ

されますから救助とて数十日を要すると思います。 
 人間が龍門山と言うなんだか怖そうな山の裾を無理やり削った跡ですから。自然の

斜面に戻るまでの数千年とかは危険なところだと思います。 
 くれぐれも車を留めて岩壁の下に行くことがしないようにしてください。私も良い

写真を撮るには岩の下に入らなくてはならないのですが、東南海地震が何時あっても

おかしくないですし、近寄らずに迫力の無い写真で我慢しました。 

 

by je2luz | 2006-04-29 11:39 | 



2006 年  04 月  30 日  

熊野の旅 悲願４０年・・・県道・新鹿佐渡線  

 以前にも書きましたように、かつて人と物の往来が人間の足に寄った時代は少々の

山があろうと地図の上で近いところは近かったのです。 
 海抜 0ｍ海の村『新鹿』と海抜 300ｍ山の村『飛鳥』は 500ｍほどの峠を越えれば

すぐそばなのです。昔の歩く道は直線的に登っていましたから本当に見たとおりに近

かったものです。当然のようにそこに道ができ『八丁坂』と呼ばれました。飛鳥側か

らは歩く道がつずら折れの牛車用の道に改良はされたのですが、いわゆる『新道』と

いう車の道路にはなりませんでした。 
 この八丁阪を車が越せるように・・・と、戦後しばらくして海岸部を中心に運動が

起きました。そして県道としての認可は下りたのですが工事は遅々として進みません

でした。 

 

 当初の計画では八丁坂をほとんど頂上まで登って短いトンネルで越えてゆくと言

うものでした。設計を始めた昭和３０年頃では当然ともいえるのですが距離が長くな

り工事にも時間が掛かるのです。 
 この計画を一気に進めたのが１８年ほど前の住民運動でした。何時まで経っても進

まない工事に痺れを切らしたのです。そのおかげでルートが今式に変更され、それま

でできていた新鹿側区間を少し使わない位までにトンネル位置を下げたものになり

ました。当初 150ｍのトンネルが 1050ｍと言う長いトンネルになり、それと同時に

一気に新規測量、工事着工と進みました。 



 
 今から７年ほど前に開通した県道・新鹿佐渡線は全長 11ｋｍですが、実質飛鳥町

で国道４２号線に合流するまで 9Km ほどです。それまでは海岸線を大泊まで戻り、

そこから４２号線で名古屋、大阪方面に行ったのに比べると半分以下になりました。 
 悲願の道路は開通したのですが、最初の頃に行われた工事が『暫定工事』で林道並

みのものだったためロングボディの車が通れないままです。産業道路としては未完成

なものですが、小型トラックや乗用車は便利になりました。 
 写真は八丁坂の新しい頂上になったトンネル入り口です。昔の八丁峠はまだまだ上

です。 
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